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ヘルニアだけでなく、腹膜透析用カテー

テル挿入などの腹部小手術も局所麻酔で行

う。診察、治療は香川大医学部付属病院の

各科と連携し、呼吸器から循環器まで広範

に対応する。
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■ キナシ大林病院・外科

耕

体
の
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
で
臓

器
や
組
織
が
飛
び
出
す
ヘ
ル
ニ

ア
。
中
で
も
、
外
科
で
扱
う
鼠そ

径け
い

ヘ
ル
ニ
ア
は
、
加
齢
に
よ
り

筋
膜
が
弱
く
な
る
こ
と
が
原
因

と
さ
れ
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
患
者
数
が
増
加
し
て
い
る
。

近
年
は
技
術
の
進
歩
で
日
帰
り

手
術
も
可
能
と
な
っ
て
お
り
、

県
内
で
も
数
少
な
い
同
手
術
を

行
う
キ
ナ
シ
大
林
病
院
の
美
濃

睦
水
副
院
長
に
、
手
術
の
方
法

や
特
徴
な
ど
を
聞
い
た
。

―
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
と
は
。

太
も
も
付
け
根
部
分
の
鼠
径

部
の
筋
肉
や
筋
膜
が
弱
く
な

り
、
血
管
や
精
管
な
ど
が
通
る

鼠
径
管
に
腸
や
脂
肪
が
入
り
込

ん
で
起
こ
る
病
気
。
脱
腸
と
も

呼
ば
れ
る
。

―
症
状
は
。

立
っ
た
時
や
腹
圧
を
か
け
た

時
に
、
鼠
径
部
が
膨
ら
む
よ
う

に
な
る
。
初
期
は
寝
る
と
引
っ

込
み
目
立
た
な
い
が
、
進
行
す

る
と
膨
ら
み
が
硬
く
な
り
、
痛

み
を
伴
う
。
閉
塞
し
た
腸
が
壊え

死し

し
て
し
ま
う
と
、
命
に
関
わ

る
危
険
性
も
あ
る
。

―
原
因
は
。

先
天
的
な
も
の
が
主
な
要
因

の
一
つ
。
二
つ
目
は
、
加
齢
に

よ
る
筋
膜
の
衰
え
。
患
者
は
中

高
年
以
上
の
男
性
に
多
く
、
ま

た
、
腹
圧
を
か
け
る
仕
事
や
立

ち
仕
事
を
す
る
男
性
、
便
秘
症

の
人
な
ど
に
も
多
い
。
年
間
十

数
万
人
の
患
者
が
治
療
を
受
け

て
い
る
と
推
定
さ
れ
、
年
々
、

患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
。

―
ど
う
治
療
す
る
。

成
人
は
自
然
に
治
る
こ
と
は

な
く
、
手
術
が
必
要
だ
。
手
術

は
、
鼠
径
部
を
メ
ス
で
４
〜
５

㌢
ほ
ど
切
開
し
、
ヘ
ル
ニ
ア
を

器
具
で
押
し
込
ん
で
元
に
戻
し

て
か
ら
、
ヘ
ル
ニ
ア
が
出
て
く

る
穴
を
直
径

㌢
ほ
ど
の
大
き

さ
の
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
製
メ
ッ

シ
ュ
を
縫
い
付
け
て
ふ
さ
ぐ
。

―
腹
腔
鏡
手
術
も
普
及
し
て

い
る
が
。

当
院
で
は
腹
部
を
切
開
す
る

手
術
を
主
と
し
て
い
る
。
穴
を

ふ
さ
ぐ
方
法
は
同
じ
だ
が
、
腹

腔
鏡
手
術
は
内
部
を
観
察
す
る

腹
腔
鏡
を
体
内
に
挿
入
す
る
た

め
全
身
麻
酔
が
必
要
だ
。
そ
の

点
、
切
開
手
術
は
局
所
麻
酔
で

対
応
で
き
る
。
ま
た
、
高
齢
者

や
喘ぜ

ん

息そ
く

を
持
つ
場
合
な
ど
、
全

身
麻
酔
で
危
険
を
伴
う
患
者
に

も
対
応
が
可
能
だ
。

―
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

局
所
麻
酔
を
行
う
際
に
痛
み

が
生
じ
る
。
技
術
的
な
問
題
と

し
て
、
腹
腔
鏡
は
確
実
に
内
部

が
見
え
る
が
、
切
開
は
慎
重
性

を
要
す
る
。
若
干
、
腹
腔
鏡
手

術
よ
り
傷
が
大
き
く
な
る
こ
と

も
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

―
術
後
の
経
過
は
。

手
術
は
１
時
間
前
後
と
短
時

間
で
終
わ
る
。
後
は
、
な
る
べ

く
腹
圧
を
か
け
な
い
よ
う
、
安

静
に
す
る
こ
と
が
大
事
。
メ
ッ

シ
ュ
が
動
い
た
り
、
出
血
す
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
１
、
２

週
間
は
力
仕
事
を
避
け
た
方
が

い
い
。
入
院
は
１
泊
２
日
を
基

本
と
し
て
い
る
が
、
直
後
か
ら

歩
行
も
可
能
で
、
希
望
が
あ
れ

ば
日
帰
り
手
術
も
で
き
る
。

―
な
ぜ
日
帰
り
が
可
能
か
。

当
院
で
は
、
麻
酔
と
手
術
方

法
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
だ
マ
イ

ナ
ー
だ
が
、
血
管
収
縮
剤
を
混

ぜ
た
膨
潤
麻
酔
を
使
用
し
、
電

気
メ
ス
を
使
う
た
め
、
出
血
量

を
ご
く
微
量
に
抑
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
硬
い
組
織
に
メ
ッ
シ
ュ

を
縫
い
付
け
る
の
で
動
い
て
も

ず
れ
る
可
能
性
が
低
い
。
患
者

の
負
担
が
少
な
い
手
術
を
心
掛

け
て
い
る
。

―
日
常
生
活
の
注
意
点
は
。

左
右
を
見
比
べ
て
腫
れ
て
い

た
り
、
太
も
も
の
付
け
根
の
部

分
に
痛
み
が
あ
れ
ば
疑
っ
て
み

て
ほ
し
い
。
便
秘
や
咳
を
よ
く

す
る
人
も
注
意
が
必
要
だ
。
我

慢
せ
ず
、
気
に
な
る
点
が
あ
れ

ば
診
察
を
受
け
て
ほ
し
い
。

□
み
の
・
む
つ
み

１
９
８
５
年
愛

媛
大
医
学
部
卒
。
香
川
医
大
（
現
香

川
大
）
付
属
病
院
、
八
重
垣
病
院
（
兵

庫
県
）
を
経
て
、
１
９
９
５
年
か
ら

キ
ナ
シ
大
林
病
院
勤
務
。
２
０
０
０

年
か
ら
外
科
部
長
、

年
か
ら
現
職
。

日
本
外
科
学
会
専
門
医
、
日
本
消
化

器
外
科
学
会
認
定
医
。
三
木
町
出
身
。

歳
。

対まひ の人も快適歩行

の構成 才藤栄一教授提供

を
使
っ
た
歩
行
‖
愛
知
県
豊
明
市
の
藤
田
保
健
衛
生
大

事
故
で
脊
髄
が
傷
つ
き
歩
け
な
く
な
っ
た
人
や
、
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
て

な
く
な
っ
た
人
を
支
援
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
が
盛

ん
だ
。
そ
の
中
で
藤
田
保
健
衛
生
大
（
愛
知
県
豊
明
市
）
で
は
使
い
や
す
さ

を
追
求
し
た
独
自
の
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

藤
田
保
健

衛

生

大

安
定
性

車
い
す
に
座
っ
た
ま
ま
、
脚
に
付
け

た
装
具
と
ロ
ボ
ッ
ト
部
を
合
体
。
歩
行

器
の
ハ
ン
ド
ル
に
手
を
掛
け
、
手
元
の

ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
ロ
ボ
ッ
ト
部
の
モ

ー
タ
ー
が
駆
動
し
、
立
っ
た
姿
勢
に
。

再
び
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
「
ピ
ッ
、

ピ
ッ
」
と
電
子
音
が
鳴
る
。
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
体
を
左
右
に
揺
ら
す
と
モ
ー
タ

ー
の
力
で
脚
が
交
互
に
前
に
出
て
、
歩

き
始
め
た
。

脊
髄
が
傷
つ
き
、
両
脚
が
動
か
な
い

「
対
ま
ひ
」
の
人
を
補
助
す
る
ロ
ボ
ッ

ト
と
し
て
才
藤
栄
一
教
授
（
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
）
ら
の
チ
ー
ム
が
開

発
し
た
「
Ｗ
Ｐ
Ａ
Ｌ
（
ウ
ー
パ
ル
）
」

だ
。「

歩
き
だ
す
と
き
に
リ
ズ
ム
が
つ
か

め
る
と
、
安
心
感
が
増
す
。
立
つ
と
き

も
座
る
と
き
も
歩
く
と
き
も
、
自
分
の

力
は
い
り
ま
せ
ん
」
と
平
野
哲
・
助
教

は
説
明
す
る
。

開
発
に
当
た
り
、
対
ま
ひ
の
人
に
と

継
ぎ
手

っ
て
の
快
適
な
歩
き
方
を
研
究
。
つ
ま

先
で
地
面
を
蹴
る
動
作
な
ど
を
伴
う
健

常
者
の
歩
き
方
は
実
は
安
定
性
が
悪

く
、
対
ま
ひ
の
人
に
と
っ
て
快
適
で
な

い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
た
め
Ｗ
Ｐ

Ａ
Ｌ
の
股
と
膝
、
足
の
関
節
部
は
、
進

行
方
向
に
の
み
動
く
よ
う
に
し
た
。

対
ま
ひ
の
人
は
国
内
に
約
８
万
人
い

る
と
推
定
さ
れ
る
。
「
普
段
は
車
い
す

の
生
活
だ
が
、
少
し
で
も
歩
き
た
い
と

い
う
強
い
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
」（
平

野
さ
ん
）

歩
か
な
い
で
い
る
と
、
関
節
が
固
ま

っ
て
伸
び
な
く
な
る
ほ
か
、
骨
粗
し
ょ

う
症
や
内
臓
機
能
低
下
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。
常
に
ほ
か
の
人
を
見
上
げ
る
た

め
、心
理
的
負
担
も
大
き
い
と
さ
れ
る
。

歩
行
を
補
助
す
る
装
具
が
欧
米
で
開

発
さ
れ
、
近
年
は
モ
ー
タ
ー
で
駆
動
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
も
登
場
。
し
か
し
、
い
ず

れ
も
車
い
す
と
の
併
用
が
難
し
い
と
い

う
。

軽
量
化

「
股
の
継
ぎ
手
が
脚
の
外
側
に
あ
る

た
め
座
っ
た
ま
ま
の
脱
着
が
難
し
い
。

Ｗ
Ｐ
Ａ
Ｌ
は
唯
一
、
継
ぎ
手
が
内
側
に

あ
り
、
車
い
す
と
併
用
で
き
る
」
と
才

藤
教
授
。
「
患
者
さ
ん
か
ら
は
、
便
秘

が
治
っ
た
と
い
う
声
も
多
い
」

こ
れ
ま
で
対
ま
ひ
の

人
を
対
象
に

実
証
試
験
を
し
、
全
員
が
介
助
な
し
で

脱
着
か
ら
歩
行
ま
で
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

分
間
に
６
５
０
㍍
歩
い
た
人

も
。
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
合
体
は
慣
れ
る
と

２
分
ほ
ど
で
済
む
と
い
う
。

昨
年
１
月
、
研
究
用
と
し
て
販
売
を

開
始
。国
内
外
か
ら
引
き
合
い
が
あ
る
。

名
古
屋
市
の
中
部
労
災
病
院
は
昨
年

月
に
導
入
し
た
。
第
２
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
科
の
田
中
宏
太
佳
部
長
は

「
快
適
な
歩
行
が
で
き
、
患
者
さ
ん
の

満
足
度
は
非
常
に
高
い
」と
評
価
す
る
。

従
来
の
装
具
と
違
い
、
膝
が
曲
が
る

た
め
、
小
さ
な
段
差
な
ら
ク
リ
ア
で
き

る
と
い
い
、
屋
外
で
の
訓
練
に
も
使
う

方
向
だ
。

課
題
は
全
体
で
約

㌔
と
い
う
重

さ
。
才
藤
教
授
ら
は
、
い
っ
そ
う
の
小

型
軽
量
化
を
目
指
す
。
こ
の
ほ
か
、
足

の
ま
ひ
で
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
り
に
く

く
な
っ
た
人
の
た
め
の
練
習
用
ロ
ボ
ッ

ト
も
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
共
同
で
開
発

を
進
め
る
。

平
野
さ
ん
は
「
患
者
目
線
で
本
当
に

使
え
る
と
い
う
実
用
性
を
追
求
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

★
カ
イ
ロ
療
法
安
全
向
上
へ
講
座

カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
の
業
界
団
体
「
日
本

カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
ズ
協
会
」
は
、
施
術

に
よ
る
健
康
被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

施
術
者
に
対
す
る
「
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
今
年
４
月
か
ら
開
講
す
る
と
発
表

し
た
。
講
座
は
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
の
指
針
が
求
め
る
安
全
教
育
を
受
け

て
い
な
い
施
術
者
が
対
象
。
３
年
間
で
必

要
単
位
を
取
得
し
、
所
定
の
試
験
に
合
格

す
る
と
「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
」
と
し
て

登
録
さ
れ
る
。
登
録
名
簿
は
公
開
さ
れ
る

た
め
、
利
用
者
は
安
全
な
施
術
者
を
選
ぶ

た
め
の
目
安
に
で
き
る
。

カフェインは
学習後に摂取

記
憶
力
向
上
と
米
研
究

コーヒーやお茶などに含ま

れるカフェインは、眠気を覚

ます作用だけでなく、学習後

に摂取すると記憶力を高める

働きもありそうだとの研究

を、米ジョンズ・ホプキンズ

大のチームがまとめた。

普段コーヒーをあまり飲ま

ない160人（平均年齢 歳）

が対象。無作為に２群に分け、

２日がかりの実験を実施し

た。

１日目は、さまざまな絵を

見て簡単な問いに答える課題

を与えた後、200㍉㌘のカフ

ェインか偽薬のいずれかが入

ったカプセルを飲んでもらっ

た。２日目は、前日と同じ絵

のほか、よく似ているが細部

が異なる絵や全く違う絵を交

ぜて見せ、「前日と同じ」「前

日と似ている」「初めて見る」

の三つに分けてもらうテスト

をした。

その結果、前日と同じ絵、

初めて見る絵の正答率はカフ

ェイン群も偽薬群も差がなか

ったが、似ているが細部が異

なる紛らわしい絵を正しく区

別できたのは、カフェイン群

の方が多かった。記憶がより

正確だったことになる。

こうした効果は、カフェイ

ンを100㍉㌘に減らすと見ら

れなかったほか、２日目のテ

スト前にカフェインを与えた

場合にも確認できなかった。

チームはこの結果を、覚え

たいものを見た後にカフェイ

ンを適量摂取すれば記憶の固

定に有効な可能性がある、と

解釈している。

日本の食品安全委員会の資

料によると、200㍉㌘のカフ

ェインを取るには、レギュラ

ーコーヒーだと150㏄のカッ

プで２杯余り、煎茶だと同６

杯半程度になる。
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（１９） ２０１４年（平成２６年）３月２１日（金曜日） 第３種郵便物認可（１９） ２０１４年（平成２６年）３月２１日（金曜日）健　　康 第３種郵便物認可


